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議題（１）ア 個別事業の実績について 

（※実績は令和５年２月２８日時点で把握できているもの） 

 

★重点施策１ ラジオ体操の普及啓発 

 

Ｐ（Ｐｌａｎ） 項目 ① ラジオ体操の普及啓発 

 

内容 スポーツをはじめるきっかけづくりとして手軽にできるラジ

オ体操を活用できるよう、事業や啓発活動を実施 

 

Ｄ（Ｄｏ） Ｒ４実績 

【実績数：４】 

・市制施行７０周年記念事業「特別巡回ラジオ体操・みん

なの体操会」  参加者数：７９５人 

・おはよう！ふれあいラジオ体操会（夏休み期間） 

 参加者数：１日最大３，４４３人、延べ１５，３９１人 

・小学１年生向けにラジオ体操教本を配布 

 配布数：１，８５１冊 

・ラジオ体操 CDの無料配布  配布数：７１枚 

 

Ｒ３実績 

【実績数：２】 

・おはよう！ふれあいラジオ体操会（夏休み期間） 

 参加者数：１日最大２，８７６人、延べ１５，２０３人 

・小学１年生向けにラジオ体操教本を配布 

 配布数：２，０３８冊 

 

Ｃ（Ｃｈｅｃｋ） Ｒ４実施状況の

検証・課題 

・市制施行７０周年記念事業を含め、計画通り実施するこ

とができ、例年以上に多くの市民に普及啓発ができた。 

 

 

評価区分 ◎計画より進んでいる  ○計画通り 

△計画より少し遅れている  ×計画より大幅に遅れている 

○ 
Ａ（Ａｃｔｉｏｎ） 今後の方向性 ・引き続き各種事業を継続し、市民に対してラジオ体操の

普及啓発に努め、スポーツをはじめるきっかけづくりに繋

げいく。 
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Ｐ（Ｐｌａｎ） 項目 ② ラジオ体操指導会の充実 

 

内容 ラジオ体操の持つ効果を実感できるよう、幅広い世代を

対象に、正しい動きを意識した講習会の充実を図る 

 

Ｄ（Ｄｏ） Ｒ４実績 

【実績数：３】 

・まちかど講座ラジオ体操講習会（計１回） 

 参加者数：１７人 

・ラジオ体操講師派遣授業（桜井小） 参加者数：１７０人 

・児童クラブ先生向けラジオ体操講習会 

 参加者数：５０人 

Ｒ３実績 

【実績数：２】 

・スポーツ推進委員ラジオ体操講習会（中央交流会代替） 

参加者数：６８人 

・まちかど講座ラジオ体操講習会（計２回） 

参加者数：８０人 

Ｃ（Ｃｈｅｃｋ） Ｒ４実施状況の

検証・課題 

・様々な方法で講習会開催を周知し、依頼のあったところ

に出向いて各種講習会を開催することができた。 

 

評価区分 ◎計画より進んでいる  ○計画通り 

△計画より少し遅れている  ×計画より大幅に遅れている 

○ 
Ａ（Ａｃｔｉｏｎ） 今後の方向性 ・引き続き各種講習会を継続し、幅広い世代が楽しみな

がら正しい動きを学ぶことができる講習会の充実を図っ

ていく。 
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★重点施策２ 企業とのスポーツ連携の強化 

 

Ｐ（Ｐｌａｎ） 項目 ① ホームチームサポーター事業の推進 

 

内容 本市にある地元企業スポーツチームとの補完関係を強化

し、ジュニア育成や「みる」スポーツの振興を図る 

 

Ｄ（Ｄｏ） Ｒ４実績 

【実績数：８】 

・市制施行７０周年記念事業『トップアスリートと遊ぼう！』 

（デンソーブライトペガサス、アイシン ウィングス） 

 参加者数：５，６３２人 

・デンソーブライトペガサスクリニック 

 参加者数：４０人（市内女子中高生ソフトボール部員） 

・GTRニッセイクリニック 

 参加者数：１６人（明祥中軟式野球部１・２年生） 

・JD リーグ安城大会での会場装飾 

・W リーグ安城大会での会場装飾 

・インスタグラムを活用したホームチームＰＲ 

・広報あんじょうを活用したホームチームＰＲ 

・体育館内スポーツギャラリーにおけるホームチーム PR 

 

Ｒ３実績 

【実績数：１１】 

・東京２０２０オリンピックソフトボール競技出場川畑選手

＆山田選手壮行会  参加者数：２００人 

・デンソーブライトペガサス「さわやかマナー」啓発活動＆

チームＰＲ活動 

・デンソーブライトペガサス川畑選手＆山田選手×里町

小×錦町小のＺＯＯＭ交流 

参加者数：里町小５年生９８人、錦町小６年生９７人 

・デンソーブライトペガサス外国人選手×里町小の交流 

参加者数：里町小５年生９８人 

・ソフトボール日本リーグ安城大会での会場装飾 

・W リーグ安城大会での会場装飾 

・インカレ表彰式での川畑選手＆山田選手による最優秀

選手賞＆優秀選手賞の授与 

・東祥アリーナ安城スポーツギャラリーリニューアル 

・インスタグラムを活用したホームチームＰＲ 

・市内３公民館（北部、桜井、明祥）にてホームチームＰＲ 

・スポーツセンター内にてホームチームＰＲ 
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Ｃ（Ｃｈｅｃｋ） Ｒ４実施状況の

検証・課題 

・市制施行７０周年記念事業を含め、各ホームチームと連

携し、各種事業や PRを実施することができた。 

 

評価区分 ◎計画より進んでいる  ○計画通り 

△計画より少し遅れている  ×計画より大幅に遅れている 

○ 
Ａ（Ａｃｔｉｏｎ） 今後の方向性 ・引き続き各ホームチームと連携を密にし、選手と触れ合

えるような事業やSNS等を活用した効果的なPRに努め、

チームの認知度向上等に繋げていく。 

 

Ｐ（Ｐｌａｎ） 項目 ② 企業と連携した各種施設・各種大会の充実 

 

内容 市体育館・市ソフトボール場のネーミングライツの募集、

安城シティマラソン等への協賛・協力企業の充実 

 

Ｄ（Ｄｏ） Ｒ４実績 

【実績数：３】 

・第５７回全日本大学女子ソフトボール選手権大会（イン

カレ） 協賛：２社 協力：市内飲食店３１店舗 

・第５５回安城シティマラソン 

 協賛：１５社・団体 協力：１０社・団体 

・第３８回安城市民デンパーク駅伝大会 

 協賛：１２社・団体 協力：１２社・団体 

Ｒ３実績 

【実績数：１】 

・第５６回全日本大学女子ソフトボール選手権大会（イン

カレ） 協賛：１社 

Ｃ（Ｃｈｅｃｋ） Ｒ４実施状況の

検証・課題 

・シティマラソンとデンパーク駅伝については３年ぶりの開

催、インカレにおける『インカレー』企画は初の試みであっ

たが、前回大会時の企業等からだけでなく、新たな企業

等からも支援を得ることができた。 

評価区分 ◎計画より進んでいる  ○計画通り 

△計画より少し遅れている  ×計画より大幅に遅れている 

○ 
Ａ（Ａｃｔｉｏｎ） 今後の方向性 ・企業等からの支援をご継続いただけるよう良好な関係

を維持していくとともに、大会開催等の情報提供を図って

いく。 
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★重点施策３ 国際・全国大会推進活動に関する取り組み 

 

Ｐ（Ｐｌａｎ） 項目 ① 全日本大学女子ソフトボール選手権大会（インカレ）

の開催 

 

内容 インカレの開催及び県外からの応援者等との交流機会の

創出 

 

Ｄ（Ｄｏ） Ｒ４実績 

【実績数：１】 

・第５７回全日本大学女子ソフトボール選手権大会 

観戦者数：延べ７，３３２人 

 

 

 

Ｒ３実績 

【実績数：１】 

・第５６回全日本大学女子ソフトボール選手権大会 

観戦者数：延べ７，０３８人 

 

 

 

Ｃ（Ｃｈｅｃｋ） Ｒ４実施状況の

検証・課題 

・主催団体等と連携し、感染症対策も取りながら開催する

ための支援や、キッチンカー出店等を通じ来場者へのお

もてなしができた。 

・初の試みであった『インカレー』企画は、市内飲食店３１

店舗からの協力を得て、インカレ及びの飲食店の PR に

繋げることができた。 

 

評価区分 ◎計画より進んでいる  ○計画通り 

△計画より少し遅れている  ×計画より大幅に遅れている 

○ 
Ａ（Ａｃｔｉｏｎ） 今後の方向性 ・引き続き『インカレー』企画を継続し効果的な PR を図る

とともに、来場者に対し本市とソフトボールの魅力をより

知っていただけるように努めていく。 

・令和６年度以降の大会開催に向けて、主催団体等と協

議していく。 

 

 

 



8 

 

Ｐ（Ｐｌａｎ） 項目 ② 第２０回アジア競技大会（２０２６／愛知・名古屋）に向

けた準備 

 

内容 第２０回アジア競技大会（２０２６／愛知・名古屋）の競技

会場誘致をはじめとした、同大会に向けての準備 

 

Ｄ（Ｄｏ） Ｒ４実績 ・第３８回安城市民デンパーク駅伝大会における PR ブー

ス設置 

・同大会開催に向けた諸会議への参加等を通じた情報収

集 

 

 

Ｒ３実績  

 

Ｃ（Ｃｈｅｃｋ） Ｒ４実施状況の

検証・課題 

・大会開催に向けた諸会議への出席や組織委員会との

打合せを通じ、情報収集に努めた。 

・アジア競技大会で、ソフトボール競技が選出されるかど

うかが不透明。 

・アジア競技大会自体の知名度が低い。 

 

評価区分 ◎計画より進んでいる  ○計画通り 

△計画より少し遅れている  ×計画より大幅に遅れている 

○ 
Ａ（Ａｃｔｉｏｎ） 今後の方向性 ・ソフトボール競技が本市で開催されるよう、組織委員会

に働きかけをしていく。 

・各種イベントにおいて、アジア競技大会を PR していく。 
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Ｐ（Ｐｌａｎ） 項目 ③ 日本リーグ等の開催支援 

 

内容 ・本市のホームチームである女子ソフトボールチーム「デ

ンソーブライトペガサス」及び女子バスケットボールチー

ム「アイシン ウイングス」のホームゲーム開催支援 

・本市出身（ゆかり）のスポーツ選手を起用したスポーツ

イベントの開催支援 

 

Ｄ（Ｄｏ） Ｒ４実績 

【実績数：６】 

・JD リーグ（４月） 観戦者数：延べ８２６人 

・JD リーグ（５月） 観戦者数：延べ７９１人 

・JD リーグ（９月） 観戦者数：延べ１，３４７人 

・W リーグ（１月） 観戦者数：延べ２，３５７人 

・市制施行７０周年記念事業『オカダ・カズチカ安城市凱

旋試合』 観戦者数：２，２００人 

・市制施行７０周年記念事業『TRIANGLE DERBY I in Anjo 

～たむろーど～』 観戦者数：７１１人 

 

Ｒ３実績 

【実績数：３】 

・日本女子ソフトボールリーグ（４月） 

観戦者数：延べ１，００５人 

・日本女子ソフトボールリーグ（９月） 

観戦者数：延べ１，６６４人 

・W リーグ（バスケットボール女子日本リーグ）（１１月) 

観戦者数：延べ１，２３１人 

 

Ｃ（Ｃｈｅｃｋ） Ｒ４実施状況の

検証・課題 

・主催団体等と連携し、開催するための支援ができた。 

・主催団体等と連携し、本市出身の人気プロレスラー・オ

カダカズチカ選手及び中野たむ選手を起用した初のプロ

レス凱旋試合を開催することできた。 

評価区分 ◎計画より進んでいる  ○計画通り 

△計画より少し遅れている  ×計画より大幅に遅れている 

○ 
Ａ（Ａｃｔｉｏｎ） 今後の方向性 ・日本リーグについては、引き続き主催団体等と連携し、

円滑に開催できるよう調整や支援をしていく。 

・本市出身のプロレスラーを起用したイベントについて

は、今後も継続して開催ができるよう主催団体等と協議し

ていく。 
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Ｐ（Ｐｌａｎ） 項目 ④ 県強化指定選手奨励金制度の充実 

 

内容 第２０回アジア競技大会（２０２６／愛知・名古屋）を見据

え、愛知県で強化指定を受けた選手への更なる支援制

度の充実を図る 

 

Ｄ（Ｄｏ） Ｒ４実績 

【実績数：１】 

・R４ 指定者数：５人 

（２０２６アジア競技大会：陸上１、フェンシング１、セーリン

グ１、体操１、ボッチャ１） 

 

Ｒ３実績 

【実績数：１】 

・R３ 指定者数：４人 

（２０２６アジア競技大会：陸上１、フェンシング１、セーリン

グ１、体操１） 

 

Ｃ（Ｃｈｅｃｋ） Ｒ４実施状況の

検証・課題 

・制度を通じて強化指定選手への支援ができた。 

 

評価区分 ◎計画より進んでいる  ○計画通り 

△計画より少し遅れている  ×計画より大幅に遅れている 

○ 
Ａ（Ａｃｔｉｏｎ） 今後の方向性 ・各種競技団体や中小体連と連絡を密にし、大正選手の

把握に努め、支援を継続していく。 

 

 

 


